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令和５年度初任者研修に係る校外研修「情報教育」

本研修に位置付ける
「基礎形成期に求められる資質能力」

資質能力
第０ステージ
養成期

第１ステージ
基礎形成期

第２ステージ
発展期

教職の
実践

ICTや情報・
教育データ
の利活用

ICTや情報・
教育データ
を活用した
教育の実践

ICT及び情報・
教育データの利
活用に関する目
的の理解や、知
識・技術を獲得
している。

ICTや情報・教
育データを利活
用した授業及び
児童生徒指導等
を実践できる。

ICTや情報・教
育データを利活
用した工夫ある
授業及び児童生
徒指導等を実践
できる。

第０ステージ
養成期

第１ステージ
基礎形成期

ICT及び情報・
教育データの利
活用に関する目
的の理解や、知
識・技術を獲得
している。

ICTや情報・教
育データを利活
用した授業及び
児童生徒指導等
を実践できる。
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本研修のめあて

１．「教育の情報化」が求められている
理由を理解する

２．活用事例等を知り、
「一人１台端末を活用した授業」を
イメージすることができる
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ロイロノートにログインする①

①「SCHOOL」を起動し、
「ロイロノートでログイン」
を選びます。
※学校ではMicrosoftでログイン

を選択してください。

②学校：oit000
ユーザー：s5+座席番号
パスワード：syo202305

※自分のＩＤでログインしている人は、
一度、サインアウトします

※座席番号は３桁です。
例えば座席番号が4の人は
「s5004」がユーザーＩＤです。
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児童生徒としてロイロを使う②

※すでに、皆さんは
「R5_初任者研修」クラスに
所属しています。
クラス参加コードは使用しません

③「1019_情報教育」を
選択します。

④「新しいノートを作る」を
タップして、ノートを
作成します。
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【テストカード】
ゲームモードを体験する
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【テストカード】
ゲームモードを授業で使う

（１）テストカードの作り方・活用法

大分市活用支援サイトに資料をアップしています

（２）ゲームモードの使い方・活用法

ロイロの公式サイトで紹介されています。
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「ICTを活用した授業づくり」のために

ICT活用の目的

子どもたちの興味・関心の喚起

大事にしたいこと

②「答えること」を目的化しない

・導入＝学ぶ意欲を喚起

①使用する場面

学習課題への理解を深める

・終末＝知識・技能の習得や
定着を図る
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大切にしてほしいこと

「端末を使う」ことを
目的化しない

その一方で，ICT を活用すること自体が目的化してしまわ
ないよう、十分に留意することが必要である。直面する課題
を解決し、あるべき学校教育を実現するためのツールとして、
いわゆる「二項対立」の陥穽に陥ることのないよう、ICT を
これまでの実践と最適に組み合わせて有効に活用する、とい
う姿勢で臨むべきである。

令和3年1月：「令和の日本型学校教育」の構築を目指して
～全ての子供たちの可能性を引き出す，
個別最適な学びと，協働的な学びの実現～
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質問

「情報活用能力の育成が求められている理由」
を考えてみましょう。

（１）各学校においては、生徒の発達の段階を考慮し、
言語能力、情報活用能力（情報モラルを含む。）、
問題発見・解決能力等の学習の基盤となる資質・能力を
育成していくことができるよう、各教科等の特質を
生かし、教科等横断的な視点から教育課程の編成を
図るものとする。（第１章 第２の２（１））

平成２９年告示の学習指導要領



10

自分の考えをまとめ、共有しましょう

①届いたカードを開く
②理由を記入する
《方法》

…画面に手書き
…入力
…紙に書いたものを撮影

③画面左下の「提出」にカードを
持っていく

④「1019_①理由」に提出する
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「ICTを活用した授業づくり」のために

ICT活用の目的

考えを共有する

大事にしたいこと

②共有のタイミング

・手書き・入力・紙
①選択肢を用意する

・個人の思考を妨げない

・個人の思考を助ける



日本教育新聞 2019年12月9日 12

（PISA2018）国際学力調査 読解力が顕著に低下
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複数の文章を読んで
必要な情報を取り出して
まとめる能力

デジタル読解力
（デジタル時代における情報への対応）

PISA2018の出題問題



日本教育新聞 2019年12月9日 14

（PISA2018）国際学力調査 読解力が顕著に低下

コンピュータ
使用型調査へ

オンライン上の多様な形式を用いた課題文
（投稿文、電子メール、フォーラムへの参
加回答など）を活用した問題。

2018年調査は、全小問245題のうち、
約7割の173題がコンピュータ使用型調査用
に開発された新規問題だった。
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私たちが意識しておかないといけないこと

経済協力開発機構

学習到達度調査

これからの仕事に求められている能力を。
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PISA2022→2025

2012
創造的な問題解決

2015
協力的な問題解決

2018
グローバルな能力

2022：創造的思考2025：デジタル世界での学習



17文部科学省 リーフレット「GIGAスクール構想の実現へ」



18東京新聞 2022年10月5日

世界における日本の競争力低下

・スイスの国際経営開発研究所
（ＩＭＤ）が発表

・日本は人材不足などから２９位
と、前年より順位を一つ下げた。
（2017年調査開始以降、最低）

・対象は主な63の国、地域

・「知識」「技術」「将来への備え」
等54項目を採点

・アジアではシンガポール４位、
韓国８位。日本の低迷ぶりが
目立っている。
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ICT が必要不可欠なツールであるというこ

とは、社会構造の変化に対応した教育の質の

向上という文脈に位置付けられる。すなわち、

子供たちの多様化が進む中で、個別最適な学び

を実現する必要があること、情報化が加速度的

に進む Society5.0 時代に向けて、情報活用能

力など学習の基盤となる資質・能力を育む必要

があること～
25

空欄を埋めましょう

「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して」から抜粋
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大分市の状況



2019.9月

稼働開始

2019.12月

１人１台端末等
閣議決定

2020.4月

１人１台端末の
早期実現等

27

端末導入の経緯①

2019.4月

Windows 11,000台

契約



iPad 34,000台を導入大分市
Oita city

小学校：54 中学校：28 義務教育学校：1
primary school Compulsory schoolJunior high school

25,114人 12,101人 972人

Windows 11,000台

端末導入の経緯②

28
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大分市の状況①

小 中 小 中 小 中 小 中 小 中

R4 大分市 16.2% 17.0% 27.7% 32.5% 31.0% 33.0% 19.3% 13.4% 5.7% 4.1%

大分市 19.1% 26.0% 36.3% 34.6% 29.8% 28.6% 11.7% 8.8% 3.0% 2.0%

全国 28.2% 28.1% 34.2% 33.0% 23.9% 26.4% 9.8% 9.6% 3.7% 2.7%
R5

前学年までに受けた授業で、PCタブレットなどの
ICT機器をどの程度使用しましたか

ほぼ毎日 週３回以上 週１回以上 月１回以上 月１回未満

・前年度より、使用頻度が上昇している

・「ほぼ毎日使う」と回答した割合は全国平均よりも低い

令和５年度 全国学力・学習状況調査【小学校・中学校】調査結果資料より
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他に、大事なことがたくさんある
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技術は進歩する。
社会に出てから学べばよい。
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生徒指導上の問題がある
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大分市の状況②

・「役に立つと思う」と回答した割合が全国平均よりも高い

・「役に立つ」「どちらかといえば役に立つ」と回答した
割合は、小中ともに、95％を超える

小 中 小 中 小 中 小 中

R4 大分市 65.3% 62.7% 29.3% 31.5% 3.9% 3.9% 1.3% 1.7%

大分市 71.1% 66.5% 25.7% 28.8% 2.3% 3.3% 0.8% 1.3%

全国 67.5% 58.7% 27.6% 34.6% 3.3% 4.5% 1.4% 2.0%
R5

どちらかといえば
役に立たないと思う

役に立たない
と思う

学習の中でPC・タブレットなどの
ICT機器を使うのは勉強の役に立つと思いますか

役に立つ
と思う

どちらかといえば
役に立つと思う

令和５年度 全国学力・学習状況調査【小学校・中学校】調査結果資料より
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端末活用の環境づくりを学校全体で行うことが大事

◇児童生徒の学びの充実を図る

～一人１台端末の日常的な活用～
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２枚の写真から気付くこと
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子どもたちが学習で迷わないように

常にそれでいいのだろうか…



37

これからの子どもたちに求められているチカラ

異なる考え方が組み合わ
さり、よりよい学びを
生み出す

子どもが自らの学習の状況を
把握し、主体的に学習を調整
することができるよう促す

子ども自身が学習が
最適となるよう調整する
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新たな「学び方」

「よい学び方を自ら獲得したい」

・自分の学びを自ら決めて進める

・失敗もはさみ修正をしながら進める

・様々な人のやり方を知って、自分の
学び方をさらに良くする

「なるほど！じゃあ、私は…」

自己決定・自己調整

相互啓発
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大事にしたいこと

「まずは使ってみる」「失敗も経験する」

端末を使って調べてみることで…

・必要な情報にたどり着くことの難しさ

・正しい情報を見極めることの重要性

端末上でコミュニケーションをとることで…

・正確に伝えるためにはノウハウがある
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大事にしたいこと

「まずは使ってみる」「失敗も経験する」

・整理するための力を身に着ける
必要があること

・資料作成や伝え方等には
ノウハウがあることる

集めた情報を整理してみることで…

プレゼンテーションをしてみることで…
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自分自身を振り返ってみると…

特定のサイトで調べ学習

子ども同士のやりとりは 行わない
（提出させて教師が管理）

「ひな形」にまとめさせる

台本に沿った発表

失敗という経験も学び
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委ねるために

まずは、使ってみること



これまでの「学び」にプラス

大分市が目指すICT活用

プラスを
生み出す力を

＋自分で調べる ＋考えを整理する

＋考えを表現する ＋遠くとつながる

43



教科等の指導におけるＩＣＴの活用

44「教育の情報化に関する手引-追補版-(令和2年6月)」



個別学習
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《小：低》ドリルパーク

《小３～中３》デジタルドリル

B1：個に応じる学習

・オンライン上の個別学習
ドリル教材

・個々に合ったレベル・ペースで、
知識の確かな定着や主体的に
学ぶ

・学校で採択している教材に対応した
デジタルドリル

③プレゼンテーションやポスターセッション、劇や音楽
などの方法を用いる



個別学習
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B2：調査活動（情報を集める①） Win

・電子版百科事典が
入っているため、簡単に
正確な情報を得ることが
可能

・ふりがなのＯＮ、ＯＦＦも
簡単に選択できる



個別学習

47

B2：調査活動（情報を集める②）

・画面を２分割（Split View）

・左にネットの画像、右に
ロイロを表示。

・必要な情報をロイロに挿入
する

・インターネットで検索時、
気になる情報をメモに
貼付けておく

・大事なところにマーカー
をつけておく

・資料作成時、参考にする

iPad



個別学習
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B2：調査活動（情報を集める③）

遠隔システムを活用した学習の様子

学校 農家の方

ネット・図書等で
解決できない問題を
質問する



個別学習
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B2：調査活動（情報を集める④）

農家の方の稲の様子の紹介

質問タイム 振り返り

米日誌の紹介

「本物に触れる」ことを大事に。



個別学習
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B2：調査活動（情報を集める⑤）

従来の調べ学習のやり方も取り入れる

図書館の本を
活用

学習の掲示物を
活用

紙にメモ書き
する様子



個別学習
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B2：調査活動（情報を記録①）

ａ.インターネットの検索結果

画像：スクショ等で保存

文：必要な部分を引用

※出典・URLを明記する！

ｂ.図書で調べたこと

当該ページを撮影

必要な情報を書き出す

※出典を明記する！



個別学習
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B2：調査活動（情報を記録②）

・班に１名、撮影担当を
決めておく

・児童自身が撮影をする

・感想等と一緒に
ロイロ上に保存する



個別学習
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B2：調査活動（情報を記録③）

米日誌

・その日の担当児童が１枚のスライドに様子を記録
※同時閲覧・編集が可能な共有ノート上に置く

・作成したスライドをつなげる

・いつでも誰でも閲覧・編集でき、見返すことが可能

個人の振り返りシートも！



個別学習
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B2：調査活動（情報を記録④）

・遠く離れた場所の様子は
データで送ってもらう

・児童生徒が見やすい
カタチで記録

→共有を行う



協働学習
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C1：話合い

ロイロの提出機能を使用

・提出されたカードを
全体で共有する

・似た考え、異なる考え
を比較する



協働学習
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C2：協働での意見整理①

・１つのノートに全員が同時にアクセス可能
・考え（カード）を見比べながら、アイデアを記入する

ロイロの共有ノート機能を活用



協働学習
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C3：協働制作①

ロイロの共有ノート機能を活用

・グループごとに雛形を準備

・作業を進めながら、別の
グループの進行具合を
参考にすることが可能



協働学習
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C3：協働制作②

ロイロの共有ノート機能を活用

班
に
よ
っ
て
個
性
が
出
る



協働学習
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C1：発表①

・簡単に手描きできるため
児童生徒の個性が発揮できる

・ロイロでプレゼンテーションを
行うことも可能

・自作動画も簡単に挿入できる



協働学習
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C4：学校の壁を越えた学習

ホームページ／遠隔システムの活用

・中学校間での遠隔授業は実施事例あり

・様々な機会を通じ
相手に応じた情報発信の
充実が大事



これまでの「学び」にプラス

大分市が目指すICT活用

プラスを
生み出す力を

＋自分で調べる ＋考えを整理する

＋考えを表現する ＋遠くとつながる
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活用できるアプリ等

62

夏季研修・放課後セミナーへ
ぜひ、ご参加を！



情報を入手する
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大分市ICT活用支援サイト

ICT活用レター



変わらず、大切なこと

64

米作りの学習コーナーの活用

米作りカレンダー

資料作成の
アドバイス

体験学習の様子

井元さん家の
米作り通信

米日誌

井元さん家の
米作り通信
（特別版）
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本研修のめあて

１．「教育の情報化」が求められている
理由を理解する

２．活用事例等を知り、
「一人１台端末を活用した授業」を
イメージすることができる

「子どもたちに学びを委ねる」
機会を増やしていきましょう。

「イメージしたことをカタチに」
・11月の情報教育②までに実践を。
（iPad等で撮影しておくと○）

・次回、グループで紹介し合います。



「使ってみること・委ねること」
を大切に

ＩＣＴ活用に関する相談は
いつでも受付中です！

情報教育担当班： 537-5588

子供たちの可能性を広げられる先生に。
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